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１．新薬研究開発の概況
臨床前の創薬プロセスの加速化および合理化によって、優れた開発候補化合物
を見出すことが重要
→ しかし、創薬探索ステージの不確実性は極めて高い

２．合理的な創薬プロセスへ：構造解析情報利用
・ゲノム-ポストゲノム研究等の成果を統合しながら創薬探索を進めていく合理的

な創薬プロセスの実施
・創薬の標的となるタンパク質群の構造変化等を 先端研究を駆使して、高精度

に追跡して、疾患メカニズム等を分子レベルで詳細に解明
→ 高活性かつ高選択で副作用の少ない新薬の創製が論理的かつ効率的に

実施可能になりつつある

３．宇宙ステーションを含めた 先端科学技術の創薬への貢献
国民は 先端研究として医療・健康・介護の推進に期待

(1) 先端研究を駆使した創薬は、治療満足度と薬剤貢献度が共に低い疾患
の克服が目標 → 宇宙利用の創薬は、疾患領域の選定も重要

(2) 薬剤が標的とする疾患関連タンパク質が変われば、より優れた新薬の創製
が期待 → 宇宙利用は、取扱が困難な疾患関連（膜）タンパク質群

の構造・機能解析に重点化
(3) 企業では実施が困難な研究、例えば分子細胞生物学（生命科学）の基礎基盤

研究が重要 → 宇宙利用による研究成果は、創薬への波及効果を期待
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製薬協 DATA BOOK （ 1999-2003 ） 製薬協 研究開発委員会加盟 23社集計
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製薬協 DATA BOOK （ 2004-2008 ） 製薬協 研究開発委員会加盟 20社集計
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製薬協：蛋白質構造解析
コンソーシアム（2001年～）
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２．合理的な創薬プロセスへ 構造解析情報利用
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